
1 吉野作造記念館だより 2019. ４. １ 第27号

吉野作造かるた ・吉野作造検定……………………１
2018年度企画展………………………………………２
2018年度吉野作造市民大学…………………………４
人材育成研修会／高校生デモクラシー塾………６
小中学校巡回パネル展ほか………………………７
大崎市内小中学校への教育普及…………………８
その他講座 ・講演会など……………………………９
市民交流事業………………………………………10
2018年度 NPO法人古川学人事業一覧……………11
シティズンシップ普及事業………………………12
被災地支援事業……………………………………14
キッズ教育支援事業………………………………15
ヤングジャパン応援／健康増進事業……………16 
東アジア交流事業／まちカル事業………………18
2018年度行事 ・寄贈一覧……………………………19
2018年度入館者数 ・売上ほか………………………20
アンケート…………………………………………22
2019年度の行事予定…………………………………23
おおさき社会貢献大賞……………………………24

目　　次

吉野作造記念館だより
〈編集 ・発行〉 特定非営利活動法人　古川学人2018（平成30）年度事業報告（2018.4～2019.3）

「吉野作造かるた」であそぼう！
　吉野作造について楽しく学んでもらえる「吉野作造か
るた」を制作しました。絵札は大崎市内の中学・高校の
生徒の皆さんに協力してもらい、個性豊かな楽しいかる
たになりました。大崎市内の小・中学校、児童館等に配
布されているほか、当館ウェブサイトからダウンロー
ド・自作してお楽しみいただくこともできます。
▪絵札制作協力校
　古川東中学校　古川南中学校　古川北中学校
　古川学園中学校　古川学園高校
▪箱デザイン　菅原暢子（当館職員）
▪企画・読み札・制作　特定非営利活動法人　古川学人

　吉野作造生誕記念イベントに合わせ開催された第２回吉野作造検定。今
回から入門に加え、より難易度の高い中級検定が新たにスタート。皆さん
真剣な表情で試験に臨んでいました。
　合格者　入門：9／ 10名　中級：3／ 3名

今年も吉野作造検定で
腕試し
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賀川豊彦などの書簡、松岡駒吉の衆議院議長
時代の資料などを初公開。

現存する数少ない友愛会当時の会旗。
図案は鈴木文治自身の手によります。

２
０
１
８
年
５
月
27
日
～　
　

８
月
５
日

働
く
人
の
権
利
を
求
め
て

共　
　
催　
友
愛
労
働
歴
史
館

後　
　
援　
大
崎
市　
大
崎
市
教
育
委
員
会

来
場
者
数　
１
，
４
６
９
名

　

日
本
労
働
運
動
の
草
分
け
で

あ
る
友
愛
会
（
の
ち
日
本
労
働

総
同
盟
）
の
創
設
者
・
鈴
木
文

治
と
、
そ
の
盟
友
・
松
岡
駒
吉

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
企
画
展

で
す
。

　

栗
原
市
金
成
歴
史
民
俗
資
料

館
（
宮
城
県
栗
原
市
）
所
蔵
の

鈴
木
文
治
関
連
資
料
の
他
、
友

愛
労
働
歴
史
館
（
東
京
都
港

区
）
所
蔵
の
、
書
簡
・
遺
稿
な

ど
を
含
む
松
岡
駒
吉
旧
蔵
資
料

を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。

　

本
企
画
展
で
展
示
し
た
松
岡

駒
吉
関
連
資
料
は
、
多
く
が
初

公
開
の
資
料
で
あ
り
、
今
後
の

研
究
が
待
た
れ
ま
す
。

2018年度
前期企画展

　

企
画
展
「
働
く
人
の
権
利
を
求

め
て
」
に
合
わ
せ
、
若
者
の
労

働
・
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ

О
法
人
Ｐ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
代
表
・
今
野

晴
貴
氏
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。「
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
」
と
は
、

長
時
間
労
働
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
な

ど
労
働
者
の
権
利
を
無
視
し
、
若

者
を
使
い
つ
ぶ
す
企
業
を
指
し
ま

す
。
現
代
の
労
働
問
題
を
象
徴
す

る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
問
題
の
実
態
と

そ
の
背
景
、
社
会
的
弊
害
に
つ
い

て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
現
代
の
労

働
問
題
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に

し
た
」「
現
代
の
若
者
と
し
て
当

事
者
意
識
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」
な
ど
の
ご
感
想
を
頂

き
ま
し
た
。

来
場
者
数
：
34
名

前
期
企
画
展
記
念
講
演

現
代
の
労
働
問
題
と
日
本
社
会
―

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
問
題
と
は
何
か

講
師
：
今
野
晴
貴
氏

２
０
１
８
年
６
月
30
日

２
０
１
８
年
２
月
～
６
月

　

企
画
展
「
働
く
人
の
権
利
を

求
め
て
」
の
た
め
、
２
０
１
８

年
２
月
お
よ
び
５
月
の
２
回
、

友
愛
労
働
歴
史
館
で
資
料
調

査
。
多
く
の
未
確
認
・
未
展
示

資
料
の
う
ち
許
可
を
得
て
約
30

点
を
借
用
・
撮
影
。
上
記
企
画

展
に
て
展
示
。

２
０
１
８
年
６
月

　

石
巻
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の

布
施
辰
治
関
連
資
料
を
調
査
。

２
０
１
８
年
７
月

　

東
京
都
の
吉
野
作
造
ご
遺
族

を
訪
問
・
資
料
調
査
。

学
芸
部調

査
報
告
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吉野作造も女性の政治参加を期待し、市川
房枝を支援していました。

二階堂トクヨは、体育を通し教養ある自立した
女性の育成を目指しました。

２
０
１
９
年
１
月
６
日
～　
　

３
月
24
日

時
代
を
つ
く
っ
た
女
性
た
ち

～
大
正
女
性
の
豊
か
な
生
き
方
～

後　
　
援　
公
益
財
団
法
人
市
川
房
枝
記
念
会

　
　
　
　
　
女
性
と
政
治
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
大
崎
市　
大
崎
市
教
育
委
員
会

来
場
者
数　
２
、０
３
８
名

　

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社

会
進
出
の
道
を
拓
い
た
人
々
を

紹
介
す
る
企
画
展
で
す
。

　

日
本
の
女
性
参
政
権
実
現
に

尽
力
し
た
市
川
房
枝
、
日
本
女

子
体
育
大
学
の
創
立
者
で
あ
り
、

日
本
の
女
子
ス
ポ
ー
ツ
隆
盛
の

礎
を
築
い
た
二
階
堂
ト
ク
ヨ

（
大
崎
市
三
本
木
出
身
）
な
ど

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
ほ
か
、

大
崎
地
域
に
残
る
明
治
～
大
正

期
の
貴
重
な
資
料
も
多
数
展
示

し
ま
し
た
。

2018年度
後期企画展

後
期
企
画
展
記
念
講
演

こ
れ
か
ら
の
シ
ア
ワ
セ
な
生
き
方

共
催
：
エ
ブ
リ
ー
♪
お
お
さ
き

２
０
１
９
年
３
月
２
日

２
０
１
８
年
11
月
～

２
０
１
９
年
３
月

　

栗
原
市
金
成
歴
史
民
俗
資
料

館
の
未
展
示
資
料
55
点
を
借

用
・
整
理
・
撮
影
。

２
０
１
８
年
11
月

　

加
美
町
の
個
人
蔵
資
料
を
調

査
。
明
治
後
期
の
高
等
女
学
校

資
料
、
軍
事
郵
便
な
ど
多
数
。

２
０
１
８
年
12
月

　

東
京
大
学
近
代
日
本
法
政
史

料
セ
ン
タ
ー
に
て
、
法
学
者
中

田
薫
の
未
発
表
遺
稿
を
調
査
。

吉
野
作
造
に
関
す
る
回
想
を
確

認
。

２
０
１
９
年
3
月

　

国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

「
守
屋
栄
夫
文
書
」
を
調
査
。

　

新
し
い
時
代
の
「
豊
か
な
生
き

方
」
と
は
何
か
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
。
第
１
部
で
は
武
蔵

大
学
名
誉
教
授
の
国
広
陽
子
氏
に

よ
り
「
女
性
た
ち
へ
の
応
援
歌
～

先
輩
に
学
ぶ
勇
気
と
元
気
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
日
本
女
性

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変
遷
や
、

市
川
房
枝
ら
先
人
に
学
ぶ
こ
れ
か

ら
の
豊
か
な
生
き
方
の
展
望
に
つ

い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
会
場
を
講
座
室
に

移
し
、
地
域
情
報
サ
イ
ト
「
エ
ブ

リ
ー
♪
お
お
さ
き
」
の
鉄
本
由
美

氏
の
進
行
に
よ
る
座
談
会
が
行
わ

れ
、
お
茶
を
囲
み
な
が
ら
世
代
を

越
え
た
自
由
闊
達
な
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
お
子
様
連
れ
の
来
館

に
配
慮
し
、
Ｎ
Ｐ
０
法
人
ハ
ッ

ピ
ィ
ー
ト
大
崎
の
協
力
で
託
児

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
ま
し
た
。

来
場
者
数
：
59
名
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吉野作造市民大学講座2018（平成30）年度

2018.04 ～ 2019.03

　吉野作造記念館友の会会員向けサービス「吉野作造市民大学」は、所定の講座・講演会に参加して単位を
取得し、進級・卒業を目指すものです。進級・卒業者には修了証・卒業証書が授与されます。
　吉野作造記念館友の会にはその他多くの特典があります。お申し込みをお待ちしています。
№ 単位 内　　容 開講日 講師

１ 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」① 4月12日
4月15日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

２ 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」② 4月19日
4月22日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

３ 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」③ 5月10日
5月13日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

４ 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」④ 5月17日
5月20日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

５ 1 憲法記念日講演会「立憲主義と吉野作造」 5月3日 平地　秀哉 氏（國學院大學法学部 教授）

６ 1 【歴史講座】岩出山時代の伊達政宗 6月23日 佐藤　憲一 氏（仙台市博物館　元館長）

７ 1 前期企画展記念講演会
「現代の労働問題と日本社会―ブラック企業問題とは何か」 6月30日 今野　晴貴　氏　（ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ 代表）

８ 1 人材育成研修会　基調講演
「清末知識人と明治日本―兆民・蘇峰から梁啓超へ」 9月7日 朱　琳 氏（東北大学大学院国際文化研究科 准教授）

９ 1 人材育成研修会　成果報告会 9月9日

10 1 読売・吉野作造賞受賞記念講演会※中止 11月24日

11 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」① 12月6日
12月9日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

12 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」② 1月10日
1月13日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

13 1 【吉野作造講座】「吉野作造の文章を読んでみよう」③ 2月7日
2月10日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

14 1 吉野作造入門講座 1月6日
1月20日 小嶋　翔（吉野作造記念館　研究員）

15 1 生誕記念講演会
「よみがえる吉野作造精神～社会貢献活動へのいざない」 1月27日 氏家　仁（吉野作造記念館　館長）

16 1 【吉野作造講座】
「吉野作造と本郷教会での自由恋愛論」 2月23日 後藤　彰信 氏（元宮城県高等学校社会科 教諭）

17 1 後期企画展記念講演会
「女性たちへの応援歌～先輩に学ぶ勇気と元気」 3月2日 国広　陽子 氏　（武蔵大学名誉教授）

18 1 【吉野作造講座】
「大正・昭和前期の宮城の社会運動と吉野作造」 3月9日 後藤　彰信 氏（元宮城県高等学校社会科 教諭）

平成30年度開催講座合計：18講座
　・企画展記念講演会　２講座　　・吉野作造講座等　11講座　　・憲法記念日講演会　１講座
　・歴史講座　　　　　１講座　　・人材育成研修会　２講座　　・中止　　　　　　　１講座
2018年度入学者：34名（進級：16名）

○2019年度の『吉野作造記念館友の会』会員募集中！
　◦入門コース（1,000円）
　　特典：常設展企画展見学（年1回）、講座 ･ 講演会聴講（年1回）、行事案内送付
　◦学士コース（3,000円）
　　特典：常設展企画展見学、講座・講演会聴講、行事案内送付
　◦博士コース（5,000円）
　　特典：3000円コースの特典＋記念館グッズ20％割引、雑誌『吉野作造研究』送付

お申し込み・お問い合わせ
　吉野作造記念館　TEL 0229-23-7100  FAX 0229-23-4979　Mail yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
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吉野作造講座
「吉野作造の文章を読んでみよう」
講師：氏家　仁館長
前期：４月12日～（全４回）
後期：12月６日～（全３回）
参加無料
　読みやすい文体・内容の吉野作造著作を原著で読む連続講座です。
2018年度は同一内容で平日・休日の２回ずつ開講しました。
参加者数：計63名（前期）　計45名（後期）

憲法記念日講演会
「立憲主義と吉野作造」
講師：平地秀哉氏
５月３日
　「憲法」をテーマにした講演会。第２回となる今年は國學院大學の平
地秀哉先生にお話を頂きました。
参加者数：66名

歴史講座
「岩出山時代の伊達政宗」
講師：佐藤憲一氏
６月23日
　伊達政宗が米沢城から現大崎市の岩出山城に移った、豊臣秀吉政権下
の１０年余りの時期にスポットを当てた内容でした。
参加者数：46名

講師：小嶋　翔研究員
１月６日・20日
参加無料
　吉野作造の業績や人物像などの基本を解説する入門講座。
　「吉野作造検定」入門編対策として、記念館と大崎市図書館の２会場
で開催しました。
参加者数：計11名

吉野作造講座
「吉野作造と本郷教会での自由恋愛論」
「大正・昭和前期の宮城の社会運動と吉野作造」
講師：後藤彰信氏
２月23日・３月９日
　2018年度吉野作造市民大学の最終講座。１回目は自由恋愛論争から
見る当時の若者の国家観・社会観について、第２回は宮城県の社会運動
について多くの資料を交えてお話いただきました。
参加者数：計42名 ※参加者数は一般参加者も含みます。

「吉野作造入門講座」
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吉
野
作
造
を
通
じ
た
全
国
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し

始
ま
っ
た
人
材
育
成
研
修
会
。

　

第
12
回
と
な
っ
た
２
０
１
８
年

は
東
京
大
学
、
東
北
大
学
、
慶
應

義
塾
大
学
、
新
潟
大
学
、
同
志
社

大
学
、
駒
澤
大
学
、
京
都
大
学
か

ら
計
23
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

日
中
平
和
友
好
条
約
か
ら
40
年

と
い
う
こ
と
で
「
日
中
関
係
」
を

全
体
テ
ー
マ
と
し
た
今
回
。
初
日

７
日
の
基
調
講
演
は
朱
琳
氏
（
東

北
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
「
清
末

知
識
人
と
明
治
日
本
―
兆
民
・
蘇

峰
か
ら
梁
啓
超
へ
」
で
し
た
（
一

般
公
開
）。

　

場
所
を
加
美
町
の
中
新
田
研

修
セ
ン
タ
ー
に
移
し
た
８
日
は
、

武
藤
秀
太
郎
氏
（
新
潟
大
学
准

教
授
）
に
よ
る
「
五
四
運
動
と
日

本
」、
手
嶋
泰
伸
氏
（
福
井
工
業

高
等
専
門
学
校
講
師
）
に
よ
る

「
日
中
戦
争
に
お
け
る
戦
争
拡
大

の
構
図
」
の
講
義
、
最
終
９
日
は

記
念
館
に
て
成
果
報
告
会
（
一
般

公
開
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
研
修
会
に
合
わ
せ
、
当
館

所
蔵
の
中
国
関
連
資
料
を
展
示
し

ま
し
た
。

一
般
公
開
来
場
者
数

計
91
名

朱琳氏講演（9月7日）

人材育成研修会2日目、大学生たちと一緒に受講（9月8日）

成果報告会（9月9日）

第
12
回
吉
野
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

人
材
育
成
研
修
会

２
０
１
８
年
９
月
７
日
～
９
日

　

２
０
１
７
年
度
よ
り
始
ま
っ
た

「
高
校
生
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
塾
」。
一

期
生
の
岩
佐
遥
介
さ
ん
（
古
川
黎

明
高
等
学
校
）
は
、「
自
ら
の
政

治
的
関
心
・
素
養
を
高
め
、
そ
れ

を
他
の
高
校
生
と
共
有
し
「
意
欲

を
持
っ
た
主
権
者
」
を
目
指
す
こ

と
」
を
目
標
に
、
吉
野
作
造
記

念
館
で
多
く
の
講
座
・
講
演
会

に
参
加
し
、
２
０
１
８
年
９
月

８
日
、
修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
１
月
に
は
「
高
校
生

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
塾
」
の
取
り
組
み

で
、
第
１
回
お
お
さ
き
社
会
貢
献

大
賞
の
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し

た
。

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

　

高
校
生
の
主
権
者
教
育
（
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
）
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
「
高
校
生

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
塾
」
を
開
始
し
ま

し
た
。「
政
治
参
加
」「
地
域
と
教

育
」「
社
会
福
祉
」「
震
災
復
興
」

「
歴
史
」「
国
際
関
係
」
な
ど
、
記

念
館
で
開
催
さ
れ
る
多
様
な
テ
ー

マ
の
講
演
会
・
講
座
を
学
習
に
活

用
し
、
政
治
や
社
会
へ
の
関
心
を

深
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
大

学
の
よ
う
な
専
門
的
学
問
に
触
れ

る
こ
と
で
、
将
来
の
進
路
を
考
え

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

入
塾
は
随
時
受
付
、
途
中
入
塾

も
歓
迎
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
分
の
進
路
と
未
来
を
考
え
る

高
校
生
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
塾

２
０
１
７
年
開
塾 

第
一
期
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優
し
く
人
生
教
え
て
く
れ
た

バ
イ
ブ
ル
ク
ラ
ス
の
ブ
ゼ
ル
先
生

や
列
車
に
乗
っ
て
い
ざ
仙
台
へ

町
の
期
待
を
一
身
に

れ

民
本
主
義
こ
そ
政
治
の
基
本

民
衆
の
た
め
に 

民
意
に
よ
っ
て

み
ま
だ
珍
し
か
っ
た
恋
愛
結
婚

相
手
の
女
性
は
た
ま
の
夫
人

ま 　

吉
野
作
造
生
誕
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
の
「
吉
野
作
造
か
る
た
」
お
披

露
目
と
合
わ
せ
、
大
崎
市
内
の
中

学
校
・
高
等
学
校
の
み
な
さ
ん
に

よ
る
か
る
た
原
画
４
４
点
と
、
当

館
職
員
に
よ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
原
画

の
展
示
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
以
降
は
、「
か
る
た

で
学
ぼ
う
吉
野
作
造
」
と
し
て
、

引
き
続
き
か
る
た
を
紹
介
す
る
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
１
月
27
日
～
２
月
６
日

来
場
者
数
：
１
１
９
名

２
０
１
８
年
11
月
～　
　

２
０
１
８
年
７
月
25
日
～　

11
月
30
日

吉
野
作
造
か
る
た
原
画
展

小
・
中
学
校
巡
回
パ
ネ
ル
展

大
崎
地
域

高
校
紹
介

コ
ー
ナ
ー

　

吉
野
作
造
記
念
館
で
は
、「
み

や
ぎ
の
志
教
育
」
を
応
援
す
る
た

め
、
吉
野
作
造
の
業
績
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

「
わ
た
し
た
ち
の
先
輩
・
吉
野
作

造
」
を
、
大
崎
市
内
の
小
・
中
学

校
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ネ
ル
は
小
学
校
向
け
・
中
学

校
向
け
の
２
種
類
あ
り
、
各
10
枚

ほ
ど
で
す
。
１
枚
１
テ
ー
マ
と

な
っ
て
お
り
、
順
番
ど
お
り
全
部

を
通
し
て
見
る
ほ
か
、
小
学
校
時

代
、
高
校
時
代
、
海
外
留
学
な
ど

好
き
な
も
の
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
当
時
の
吉
野
の
年
齢

を
付
記
し
、
生
徒
さ
ん
が
自
分
と

重
ね
合
わ
せ
て
将
来
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

２
０
１
８
年
11
月
７
日
か
ら
古

川
第
一
小
学
校
と
古
川
中
学
校
に

展
示
、
２
０
１
９
年
２
月
15
日
か

ら
は
古
川
黎
明
中
学
校
に
展
示
し

ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
の
貸
出
、
展
示
を
ご
希

望
の
際
は
吉
野
作
造
記
念
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

古川黎明中学校での展示 古川第一小学校での展示　　

　

中
学
生
の
進
路
選
択
に
役
立
て

て
も
ら
い
、
ま
た
地
域
の
方
々
に

高
等
学
校
の
取
り
組
み
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
大
崎
地
域
の
各
高

等
学
校
に
学
校
生
活
や
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う

「
高
校
紹
介
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
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古
川
中
学
校
開
校
記
念
講
話

２
０
１
８
年
４
月
18
日

　

大
崎
市
立
古
川
中
学
校
で
、
今

年
も
同
校
の
３
年
生
に
開
校
記
念

講
話
を
行
い
ま
し
た
。
氏
家
館
長

が
吉
野
作
造
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
論

を
紹
介
し
な
が
ら
、
社
会
に
対
し

て
貢
献
す
る
こ
と
や
志
を
も
っ
て

将
来
を
展
望
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

参
加
者
数
：
２
０
１
名

職
場
体
験
実
習

　

今
年
は
、
大
崎
市
立
古
川
中
学

校
２
年
生
３
名
（
７
月
３
日
～
５

日
）、
大
崎
市
立
古
川
第
三
小
学

校
６
年
生
４
名
（
11
月
１
日
）、

宮
城
県
古
川
黎
明
中
学
校
２
年
生

２
名
（
11
月
９
日
）
の
皆
さ
ん
が

当
館
に
実
習
に
来
ま
し
た
。

　

仕
事
の
基
本
で
あ
る
あ
い
さ
つ

に
始
ま
り
、
吉
野
作
造
記
念
館
が

ど
う
い
っ
た
施
設
な
の
か
に
つ
い

て
の
講
義
、
受
付
や
学
芸
員
の
業

務
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

大
崎
市
内
小
中
学
校
へ
の
教
育
普
及

職
場
体
験
実
習
の
感
想

古
川
中　

北
谷
香
菜
子
さ
ん

　

私
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す
が
、
こ

こ
で
は
二
つ
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
一
つ
目
は
、
総
務
部
の
方
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
お
客
さ
ん

に
よ
っ
て
話
し
方
や
話
す
内
容
を

変
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
博

物
館
や
記
念
館
と
い
っ
た
施
設

は
、
お
客
さ
ん
が
来
て
下
さ
る
か

ら
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
客
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た

ら
気
持
ち
が
良
い
の
か
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
学
芸
研
究
部
の
方
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
使
っ
た
も

の
を
元
に
戻
す
こ
と
が
出
来
な
い

人
は
、
学
芸
員
に
は
向
い
て
い
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
学

校
生
活
で
は
出
来
て
い
ま
す
が
自

宅
で
は
出
来
て
い
な
い
部
分
が
あ

る
の
で
、
直
す
よ
う
に
心
が
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•

古
川
中　

鐡
本
羅
夢
さ
ん

　

受
付
を
す
る
時
の
ス
ム
ー
ズ
な

対
応
、
お
客
さ
ん
が
聞
き
取
り
や

す
い
話
し
方
な
ど
、
学
芸
研
究
部

さ
ん
の
展
示
物
に
対
す
る
扱
い
の

よ
さ
、
お
客
さ
ん
に
一
つ
一
つ
の

展
示
物
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

て
い
る
姿
が
と
て
も
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

私
は
、
職
場
に
つ
く
の
は
簡
単

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
今
回
の
職
場
体
験
で
仕
事
に

勤
め
る
た
め
に
は
職
場
に
あ
っ
た

資
格
が
必
要
だ
と
深
く
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

•
•
•
•

•
•

•

古
川
中　

佐
々
木
創
さ
ん

　

実
際
に
仕
事
を
行
っ
て
み
て
、

学
芸
員
の
仕
事
は
楽
し
く
や
は
り

自
分
は
学
芸
員
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
今
回
の
職
場
体
験
実

習
で
、
私
は
仕
事
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
自
分
の
た
め
や
、
家
族

の
た
め
、
お
客
様
の
た
め
に
働
く

こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
第
三
小　

濱
野
峰
渡
く
ん

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
っ
て
い

る
時
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
が
ん

ば
っ
て
」
な
ど
応
援
の
言
葉
が
も

ら
え
ま
し
た
。
接
し
方
に
よ
っ
て

は
、
お
互
い
よ
り
幸
せ
に
な
れ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
後
は
よ

り
温
か
く
人
と
話
し
て
、
仲
良
く

な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
吉
野

作
造
の
人
生
や
、
そ
の
仲
間
と
の

関
係
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
と
て
も
良
い
職
場
体

験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
第
三
小　

野
田
泰
生
く
ん

　

受
付
の
仕
方
や
、
イ
ベ
ン
ト
の

広
報
を
分
け
る
作
業
の
や
り
方
な

ど
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
展
示
室
を
見
る
と
き
に

も
て
い
ね
い
に
説
明
し
て
く
れ
た

り
、
僕
た
ち
を
笑
わ
せ
て
く
れ
て

す
ご
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
吉
野

作
造
の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
第
三
小 

小
野
寺
快
人
く
ん

　

一
番
ぼ
く
が
び
っ
く
り
し
た
の

は
展
示
し
て
あ
る
物
が
記
念
館
に

あ
る
物
の
一
部
だ
と
い
う
こ
と
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と
、
展
示
物
の
保
管
方
法
で
す
。

そ
し
て
初
め
て
朝
礼
の
こ
と
を

知
っ
て
、
記
念
館
の
仕
事
は
一
日

中
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
渡
し
方
な
ど
も
教
わ
っ
て
こ
の

接
客
は
ど
の
仕
事
に
も
必
要
だ
と

思
う
の
で
、
覚
え
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
第
三
小 

山
口
亮
輔
く
ん

　

お
客
さ
ん
の
前
で
あ
い
さ
つ
を

し
た
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
た

り
す
る
の
は
少
し
緊
張
し
ま
し

た
。
で
も
お
客
さ
ん
に
あ
り
が
と

う
と
言
わ
れ
、
失
敗
せ
ず
に
で
き

た
の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
黎
明
中 

木
村
未
来
さ
ん

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
お
仕

事
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

資
料
を
守
り
、
歴
史
を
伝
え
て
い

く
こ
と
と
、
記
念
館
の
経
営
を
両

立
さ
れ
て
い
て
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
何
事
に
も
努

力
す
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
職
業
も

共
通
し
て
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

開
催
し
、
お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で

も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。
進
路
を
決
め
て
い
く
上

で
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

•
•

•
•

•
•

•

古
川
黎
明
中 

伊
藤
悠
さ
ん

　
「
お
客
さ
ん
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ

る
記
念
館
」。
吉
野
作
造
記
念
館

は
、
ま
さ
に
そ
ん
な
記
念
館
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

開
館
前
の
清
掃
か
ら
始
ま
り
、

お
客
さ
ん
へ
の
対
応
や
あ
い
さ

つ
、
展
示
品
の
紹
介
文
ま
で
、
そ

の
一
つ
ひ
と
つ
に
心
が
こ
も
っ
て

い
ま
し
た
。
従
業
員
さ
ん
は
い
つ

で
も
笑
顔
。
そ
れ
で
い
て
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
「
仕
事
」
と
向
き
合

い
、
探
求
心
を
忘
れ
な
い
姿
は
、

と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
職
場
体
験
で
、
い
つ

も
「
子
ど
も
の
世
界
」
に
閉
じ
こ

も
っ
て
い
て
見
ら
れ
な
か
っ
た
、

「
仕
事
の
大
変
さ
」、「
仕
事
の
奥

深
さ
」、
そ
し
て
、「
大
人
の
カ
ッ

コ
よ
さ
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
他
講
座
・
講
演
会

中
国
山
東
大
学
・
東
北
大
学

日
本
学
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
８
年
９
月
14
日
～
16
日

吉
野
作
造
を
学
ぶ
会
主
催

特
別
講
演
会

２
０
１
８
年
10
月
20
日

来
場
者
：
30
名

檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
in
古
川

２
０
１
９
年
３
月
７
日

来
場
者
：
98
名

明
星
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
８
年
11
月
24
日

会
場
：
日
比
谷
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

来
場
者
：
90
名

栗
原
市
築
舘
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
協
議
会
講
演
会

２
０
１
９
年
２
月
24
日

会
場
：
栗
原
市
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

来
場
者
：
90
名

　

中
国
山
東
省
の
山
東
大
学
で

開
か
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
当

館
の
小
嶋
翔
研
究
員
が
参
加
し
、

「
１
９
２
０
年
・
中
日
大
学
生
交

流
事
業
の
思
想
文
脈
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
発
表
。
１
９
２
０
年

に
吉
野
作
造
と
李
大
釗
が
企
画
・

実
施
し
た
「
北
京
大
学
遊
日
学
生

団
」
の
再
評
価
を
試
み
る
内
容
で

し
た
。

　

大
崎
市
古
川
の
「
吉
野
作
造
を

学
ぶ
会
」
主
催
の
講
演
会
。
講
師

は
吉
野
作
造
講
義
録
（
服
部
英
太

郎
筆
記
、
当
館
蔵
）
を
翻
刻
し
た

「
吉
野
作
造
『
政
治
史
』
講
義
録

仙
台
翻
刻
の
会
」
の
永
澤
汪
恭
氏

で
し
た
。

　

憲
法
の
役
割
を
や
さ
し
く
解
説

し
た
絵
本
『
檻
の
中
の
ラ
イ
オ

ン
』
の
著
者
で
弁
護
士
の
楾
大
樹

氏
に
よ
る
講
演
会
を
、
檻
の
中
の

ラ
イ
オ
ン
in
古
川
実
行
委
員
会
主

催
、
当
館
協
力
に
よ
り
開
催
し
ま

し
た
。
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市
民
交
流
事
業

古川高校合唱部のコンサート

パタ崎さんとプログラミング体験

魔法使いじゃがりこ☆マジックショー

はじめての子ども食堂

サークルカリヨンのハンドベルコンサート

自分だけのランチバックづくり

サンタさんがプレゼントをもってお出迎え！

寸劇「マコロン、給食が食べたい」

みんなでつくってたべよう

大崎市伊藤市長と写真撮影

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
古
川
高
校
合
唱
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
寸
劇
、
読
み
聞
か
せ
、
工
作

コ
ー
ナ
ー
で
は
ラ
ン
チ
バ
ッ
グ
作
り
、
こ
い
の
ぼ

り
・
か
ぶ
と
の
カ
ー
ド
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
館
前
広
場
は
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ナ
プ
ス
40
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
の
体
験
会
や
書
籍
・
Ｃ
Ｄ
の
交
換
会
、
大
崎

市
内
の
大
学
生
ら
で
つ
く
る
「
未
来
ク
エ
ス
ト
×

ス
ク
エ
ア
」
に
よ
る
昔
の
古
川
の
写
真
を
集
め
る

イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
ト
大
崎
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
の
共
催
で
、
子
ど
も
食
堂
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
は
じ
め
て
の
子
ど
も
食
堂
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

来
場
者
数
：
５
３
６
名

2018年５月４日

2018年10月21日

2018年12月16日

ＧＷイベント

おおさき古川
秋まつり

クリスマス会

　おおさき古川秋まつりに、吉野作
造夫妻に扮した当館職員が登場、名
刺を配るなどして市民と交流しまし
た。写真を撮影しＳＮＳに投稿した
方には、特製缶バッジやストラップ
をプレゼントしました。

　ステージではクリスマス気分を盛り上
げるコンサートやマジックショーを楽し
んでいただきました。オーナメント工作
や、ハッピィート大崎による簡単ピザを
作るコーナーでは子供たちの嬉しそうな
笑顔が見られました。来場者数：567名
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事　　　　　業　　　　　名 参加者数
○シティズンシップ普及事業　…投票の啓発、民主主義の知識と意義の普及
・応援企画「選挙に行こう」選挙+plus への参加協力（通年）
・高等学校での主権者教育事業 →Ｐ12
　・角田支援学校高等部（5月23日） 120名
　・泉館山高等学校2年生（10月19日） 290名
　・古川学園高等学校3年生（12月11日・18日） 148名
・日本学術会議サイエンスカフェ in 吉野作造記念館（10月8日） 24名 →Ｐ13

○被災地支援事業　…東日本大震災の被災地域への支援・支援団体への協力
・チェロ奏者土田英順氏によるチャリティーコンサート（5月12日） 70名 →Ｐ14
・南三陸SAPへの協力

○キッズ教育支援事業　…県内の小学生・中学生、教員を対象とした教育支援
・夏休み自由研究サポートし隊！（8月2日～ 5日） 1名 →Ｐ15
・北浦小学校6年生見学会（11月22日） 25名 →Ｐ15
・Synapse40と協力した教育支援事業 →Ｐ15
・「誰もやらない子ども駄菓子屋プロジェクト」入社式（7月1日） 53名
・共生社会の実現に向けた市民フォーラム２０１８（12月9日） 74名
・古川黎明中学校2年生見学会（3月13日） 105名

○ヤングジャパン応援プロジェクト事業　…高校生・大学生の活動を紹介・支援
・古川黎明高校文芸部見学会（6月2日）　 8名
・東北学院大学見学会（11月9日） 20名
・尚絅学院大学研修会（2月2日） 7名 →Ｐ16
・古川学園高等学校新聞部取材（2月7日） 5名
・東北福祉大学見学会（3月19日） 4名

○健康増進事業（共催：NPO法人ハッピィート大崎） →Ｐ16
・休憩ラウンジを活用した食育・健康増進・教育等の事業（通年）
・子ども食堂啓発イベント「はじめての子ども食堂」（5月4日）

○元気発信「まちカル」事業　…人的ネットワークの構築を中心として地域を活性化
・こども美術教室「つくるぞう」（8月12日） 25名 →Ｐ18
・写真展「昔の街を写真で再現しよう！」（主催：未来クエスト×スクエア）共催（9月15日～ 17日） 72名
・カラフルワクワク展―渡辺ヒロミワールド（12月7日～ 16日） 897名 →Ｐ17

○東アジア交流事業　…日本と東アジアの架け橋としての役割を担う
・映画「望郷の鐘」上映会（共催：ボランティアサークルこだま会）共催（8月5日）
・写真展「櫻井一郎が見た満洲」（10月14日～ 12月2日） 498名 →Ｐ18

○研究会・学会等の受け入れ事業　…研究会や学会への会場提供・コラボレーション企画の実施
○平和事業　…「非核平和創造クラブ」を中心とした世界平和に関わる企画への協力
○環境デモクラシー事業　…自然や環境について学び、これからの生活について考える
○社会貢献事業　…記念館周辺環境美化の活動など
○寄附金募集、個人会員・企業会員の拡大事業

事

業

報

告

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

古
川
学
人

平成30
（2018）
年　度

公
表
の
ご
了
承
を
頂
い
た
方
の
み

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ご
寄
附
頂
い
た

　

皆
様
の
ご
紹
介

　
佐
々
木
源
一
郎
　
様

　
千
葉
　
　
基
　
様

　
鈴
木
光
太
郎
　
様

　
井
関
　
　
純
　
様

　
加
藤
シ
ゲ
子
　
様

　
和
泉
　
敬
子
　
様

　
後
藤
　
　
昇
　
様

　
岡
田
　
永
治
　
様

　
二
郷
　
成
子
　
様

　
平
野
　
　
博
　
様

団
体
様

栗
原
市
築
館
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
　
会
長

佐
藤
輝
也
様

宮
城
学
院女

子
大
学
様

（
２
０
１
８
年
４
月
１
日
～

…

２
０
１
９
年
３
月
31
日
）

氏
名
非
公
表
ご
希
望　
　
　

　

２
名
様

合
計　

１
７
６
，６
０
０
円

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
で
は
、

吉
野
作
造
記
念
館
の
指
定
管
理
事

業
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
記
念
館
を

活
用
し
た
地
域
の
振
興
」「
吉
野

作
造
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
若
者
の

育
成
」
を
テ
ー
マ
に
、
上
記
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
は
、
大

崎
市
か
ら
の
指
定
管
理
料
と
は
別

に
、
多
く
の
皆
様
の
善
意
と
ご
理

解
に
基
づ
く
寄
附
金
に
よ
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
ご
寄
附

い
た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
以
下

の
ペ
ー
ジ
に
２
０
１
８
（
平
成

30
）
年
度
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
事
業
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

館にて直接ご寄附頂くか、下記振込口座をご利用ください
ＮＰＯ法人古川学人へのご寄附

　特定非営利活動法人 古川学人（トクヒ フルカワガクジン）
　記号 18170　番号 22846291　総合口座

　特定非営利活動法人 古川学人（トクヒ フルカワガクジン）
　店名：八一八（ハチイチハチ）
　店番：818　預金種目：普通預金　口座番号：2284629

　特定非営利活動法人 古川学人　理事　佐藤俊明
　（トクヒ フルカワガクジン リジ サトウトシアキ）
　古川信用組合　本店　普通預金　口座番号 3406609

ゆうちょ銀行（ゆうちょ銀行から）

ゆうちょ銀行（その他金融機関から）

古川信用組合

個
人
様
（
受
付
順
）



12吉野作造記念館だより

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
で
は
、
吉
野
作
造
が
選
挙
権
の
拡
大
と

国
民
の
有
権
者
意
識
の
向
上
に
生
涯
取
り
組
ん
だ
こ
と
に
鑑
み
、

高
校
生
へ
の
主
権
者
教
育
な
ど
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
普
及
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
当
館
と
し
て
は
初
め
て
の
支
援

学
校
を
対
象
と
し
た
主
権
者
教
育

と
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
選
挙
へ

の
意
識
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
投
票

が
困
難
な
有
権
者
の
た
め
の
代
理

投
票
と
い
う
制
度
に
対
し
保
護
者

の
方
に
理
解
を
高
め
て
も
ら
う
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
生
徒
と
保

護
者
の
合
同
研
修
会
と
し
て
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

氏
家
仁
館
長
に
よ
る
講
話
、
代

理
投
票
に
つ
い
て
解
説
し
た
映
像

の
上
映
、
何
組
か
の
生
徒
と
保
護

者
で
代
理
投
票
の
練
習
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

約
７
割
の
生
徒
が
「
選
挙
に
行
っ

て
み
た
い
」
と
回
答
し
、
約
８
割

の
保
護
者
が
「
子
ど
も
を
選
挙
に

連
れ
て
行
こ
う
と
思
う
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

感
想
（
生
徒
）

◦
選
挙
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
所

を
話
を
聞
い
て
沢
山
学
べ
た
の

で
良
か
っ
た
で
す
。

◦
私
も
早
く
18
さ
い
に
な
っ
て
家

族
と
い
っ
し
ょ
に
や
っ
て
み
た

い
で
す
。

◦
せ
ん
き
ょ
に
い
き
た
い
で
す
。

（
保
護
者
）

◦
政
治
の
事
は
、
親
も
子
も
、
あ

ま
り
関
心
が
無
い
の
が
現
状
で

す
。
こ
の
様
な
機
会
を
頂
い
て

社
会
参
加
へ
の
意
味
を
改
め
て

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
特
に
ス
ラ
イ
ド
説
明
が
わ
か

り
や
す
か
っ
た
で
す
。）

※
角
田
支
援
学
校
で
の
主
権
者
教

育
の
詳
細
と
そ
の
他
の
感
想
に

つ
い
て
は
『
吉
野
作
造
研
究
』

第
15
号
「
実
践
研
究
報
告
―
特

別
支
援
学
校
に
お
け
る
主
権
者

教
育
」
参
照
。

代
理
投
票
に
つ
い
て

　

自
力
で
の
投
票
が
困
難
な

人
は
、
投
票
所
で
申
告
す
れ

ば
、
補
助
者
２
名
に
よ
る
記

載
と
投
票
の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
各
市
町
村
の

選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

角
田
支
援
学
校
高
等
部

２
０
１
８
年
５
月
23
日

参
加
者
数
：
１
２
０
名

泉
館
山
高
等
学
校
２
年
生

２
０
１
８
年
10
月
19
日

参
加
者
数
：
２
９
０
名

生徒・保護者で代理投票の動きを練習 分かりやすく「権利」の話に重点

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
普
及
事
業

平
井　

翔
さ
ん

　

戦
前
は
選
挙
権
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
人
が
富
豪
や
男
性
に
限
ら

れ
て
お
り
、
選
挙
に
行
き
た
く
と

も
行
け
な
い
人
が
多
く
い
た
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
と
、
年
齢
制
限

は
あ
り
ま
す
が
、
全
国
民
が
持
っ

て
い
る
権
利
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

グ
ラ
フ
で
の
説
明
で
は
若
い
世

代
の
人
々
の
投
票
率
が
低
い
と
い

う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ
か
り
、

選
挙
へ
の
意
識
の
低
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。
氏
家
さ
ん
の
説
明
に
よ

る
と
、「
若
い
世
代
が
選
挙
で
投

票
し
な
い
か
ら
、
若
い
世
代
へ
の

政
策
が
出
さ
れ
な
い
。」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
は
若

い
世
代
へ
の
政
策
が
出
な
い
か
ら

こ
そ
、
選
挙
に
対
す
る
意
識
は
下

が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

菅
原
沙
愛
さ
ん

　

投
票
率
が
低
い
若
者
世
代
達

が
、
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
に
な

れ
る
時
代
に
な
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
変

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

し
た
。

　

来
年
か
ら
選
挙
権
が
与
え
ら
れ

る
私
も
、
新
聞
を
読
む
こ
と
か
ら

始
め
、
国
の
政
治
に
対
す
る
関
心

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
。

米　

寛
人
さ
ん

　

昔
の
人
は
、
選
挙
権
を
求
め
政

治
に
対
し
、
真
摯
に
向
き
合
っ
て

い
た
と
思
う
。
現
代
の
僕
た
ち
も

自
分
の
国
の
未
来
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
た
。

ま
た
、
な
ぜ
み
ん
な
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
対

し
て
、
答
え
が
な
い
か
ら
こ
そ
話

し
合
う
必
要
が
あ
る
と
言
っ
て
い

た
の
に
納
得
し
た
。
誰
が
正
し
い

か
で
は
な
く
何
が
正
し
い
か
を
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
も
分
か
っ
た
。



13 吉野作造記念館だより

古
川
学
園
高
等
学
校
２
年
生

２
０
１
８
年
12
月
11
日

・
18
日

参
加
者
数
：
１
４
８
名

選
挙
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

～
日
本
学
術
会
議
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ 

in 

吉
野
作
造
記
念
館
～

２
０
１
８
年
７
月
29
日

参
加
者
数
：
24
名
（
引
率
教
諭
含
む
）福祉の充実、産業の振興、人口減少の問題―

この街に必要で、有権者の理解を得られる「政策」はなんだろう？

柴
田
脩
平
さ
ん

　

吉
野
作
造
記
念
館
に
行
っ
て
、

明
治
時
代
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
人
が
少
な
く
、
国
民
全
員
の
意

見
が
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
時
代
で

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の

時
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
何

度
も
選
挙
制
度
の
改
革
が
行
わ

れ
、
今
の
18
歳
以
上
の
国
民
全
員

が
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
っ
た
。
そ
の
改
革
に

吉
野
作
造
さ
ん
の
思
想
が
強
く
関

係
し
て
お
り
、
彼
の
活
躍
が
な
け

れ
ば
今
の
選
挙
制
度
は
な
か
っ
た

の
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
私
も
18

歳
と
な
り
、
選
挙
に
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
今
、
今
の
日
本

の
あ
り
方
や
今
後
の
日
本
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
よ
く
考
え
、
吉
野

作
造
さ
ん
と
同
じ
大
崎
市
の
出
身

者
と
し
て
積
極
的
に
選
挙
に
参
加

し
、
日
本
の
政
治
を
良
く
し
て
い

く
こ
と
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

千
葉
榛
夏
さ
ん

　

今
回
選
挙
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
て
、
初
め
は
あ
ま
り
自
分
も
選

挙
に
関
心
が
な
く
、
参
加
し
た
こ

と
で
ど
う
意
味
が
あ
る
の
か
正
直

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
日

若
い
人
た
ち
も
し
っ
か
り
参
加
す

る
こ
と
は
、
長
い
目
で
見
れ
ば
将

来
の
利
益
増
加
に
繋
が
っ
た
り
、

待
機
児
童
も
減
る
か
も
し
れ
な
い

こ
と
を
知
っ
て
、
意
外
と
意
味
が

あ
っ
て
投
票
す
る
だ
け
で
も
大
事

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
関
心

が
な
い
か
ら
と
選
挙
に
参
加
し
な

い
こ
と
は
理
由
に
な
ら
な
い
の

で
、
他
人
事
だ
と
思
わ
な
い
で
一

人
一
人
責
任
を
も
っ
て
投
票
し
、

全
体
的
な
投
票
率
の
増
加
と
政
治

へ
の
関
心
も
必
要
な
の
で
は
な
い

か
な
と
感
じ
ま
し
た
。
選
挙
の
歴

史
は
長
く
、
多
く
の
国
民
の
意
思

を
広
く
知
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で

大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

日
本
学
術
会
議
委
員
の
小
玉
重

夫
・
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研

究
科
教
授
、
町
村
敬
志
・
一
橋
大

学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
教
授
の

ご
協
力
を
得
て
、
大
崎
地
域
の
高

校
生
を
対
象
に
「
高
校
生
の
政
治

参
加
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
サ
イ
エ

ン
ス
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

小
玉
先
生
は
主
権
者
教
育
の
推
進

と
啓
発
の
第
一
線
で
ご
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
で
、
２
０
１
７
年
度
企

画
展
の
記
念
講
演
で
も
講
師
と
し

て
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
古
川
高
校
、
古
川
黎
明

高
校
、
古
川
工
業
高
校
、
大
崎
中

央
高
校
の
４
校
か
ら
計
19
名
の
高

校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初

に
小
玉
先
生
に
よ
る
「
高
校
生
の

政
治
参
加
―
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
投
票
の
際
の
考
え
方
」
と
題

し
た
講
義
が
行
わ
れ
た
後
、
講

義
を
ふ
ま
え
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
未
来
の
大
崎
市
長
選

挙
」。
自
分
た
ち
が
選
挙
対
策
責

任
者
だ
っ
た
ら
と
い
う
仮
定
の
も

と
、
地
域
振
興
や
課
題
解
決
の
た

め
の
具
体
的
な
政
策
を
考
え
、
発

表
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

学
校
・
学
年
を
越
え
た
大
崎
の

高
校
生
た
ち
に
よ
る
白
熱
し
た
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
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土
田
英
順
氏
と
共
演
し
て

古
川
中
３
年　

斎
藤
さ
く
ら
さ
ん

　

今
回
の
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト

で
は
、
土
田
英
順
さ
ん
の
チ
ェ
ロ

と
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
コ
ラ
ボ
す
る
と

い
う
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
よ
う
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
で
、
一

度
は
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
チ
ェ
ロ
で
も
、
心
に
響
く
と
て

も
素
敵
な
音
色
が
出
た
こ
と
に
感

動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私
自
身
も

被
災
し
た
方
々
の
こ
と
を
忘
れ
ず

に
、
少
し
で
も
誰
か
の
助
け
に
な

る
よ
う
な
人
に
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

古
川
中
２
年　

鈴
木
花
菜
さ
ん

　

私
は
今
回
初
め
て
プ
ロ
の
チ
ェ

ロ
奏
者
の
方
と
一
緒
に
演
奏
を
し

ま
し
た
。
も
の
の
け
姫
の
楽
譜
を

渡
さ
れ
た
時
か
ら
緊
張
し
て
い

て
、
う
ま
く
弾
け
る
か
不
安
で
し

た
。
土
田
英
順
さ
ん
と
は
ど
ん
な

方
だ
ろ
う
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見

た
と
き
、「
東
日
本
大
震
災
の
犠

牲
と
な
っ
た
女
性
の
チ
ェ
ロ
に
出

会
い
、
持
ち
主
の
友
人
た
ち
の
思

い
に
よ
っ
て
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た

チ
ェ
ロ
を
譲
り
受
け
、
見
事
に
蘇

ら
せ
た
。」
と
い
う
文
章
が
頭
か

ら
離
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
私
は

こ
の
文
章
を
読
ん
だ
と
き
か
ら
、

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
方
と
一
緒

に
演
奏
が
で
き
る
な
ん
て
す
ご
く

光
栄
だ
な
と
わ
く
わ
く
し
て
い
ま

し
た
。

　

本
番
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と

き
、
実
際
に
近
く
で
チ
ェ
ロ
を
見

ま
し
た
。
土
田
先
生
の
チ
ェ
ロ
の

扱
い
方
が
す
ご
く
丁
寧
で
、
と
て

も
大
切
に
使
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
て
い
た

だ
い
て
、
少
し
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
ま

し
た
。
実
際
に
も
の
の
け
姫
を
合

わ
せ
て
み
る
と
、
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ

ロ
の
音
が
か
さ
な
っ
て
、
こ
ん
な

に
き
れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
な
る

ん
だ
と
少
し
驚
き
ま
し
た
。
合
わ

せ
終
わ
っ
た
後
、

「
よ
か
っ
た
よ
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　

本
番
で
は
と
て
も
楽
し
く
弾
け

ま
し
た
。
不
安
や
緊
張
は
あ
ま
り

な
く
、
土
田
先
生
の
お
か
げ
で
思

い
出
に
残
る
演
奏
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
あ

た
え
て
い
た
だ
き
と
て
も
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
は
げ
み
に
、
ピ
ア
ノ
や
部
活
動

な
ど
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

被
災
地
支
援
事
業

チ
ェ
ロ
奏
者
土
田
英
順
氏

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

チ
ェ
ロ
奏
者
の
土
田
英
順
氏

は
、
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団
、
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団
、
札
幌
交
響
楽
団

首
席
チ
ェ
ロ
奏
者
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
現
在
も
ソ
ロ
で
ご
活
躍
中
で

す
。
東
日
本
大
震
災
の
犠
牲
と

な
っ
た
女
性
か
ら
受
け
継
い
だ

チ
ェ
ロ
を
携
え
て
、
通
算
４
０
０

回
を
超
え
る
復
興
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、

そ
の
他
全
国
各
地
の
災
害
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
は
土
田

氏
の
活
動
に
賛
同
し
、
２
０
１
６

年
か
ら
吉
野
作
造
記
念
館
を
会
場

に
「
あ
な
た
を
、
忘
れ
な
い
―
こ

こ
ろ
を
む
す
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
５
月
12
日
の
記
念
館
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
に
加
え
、
前
日
11

日
、
大
崎
市
立
古
川
中
学
校
の
全

校
生
徒
６
２
０
名
の
皆
さ
ん
に
向

け
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
や

ピ
ア
ノ
と
の
共
演
も
あ
り
、
楽
し

い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。
生
徒

の
皆
さ
ん
は
、
チ
ェ
ロ
の
音
色
は

も
ち
ろ
ん
、
時
に
笑
い
も
交
え
つ

つ
、
被
災
地
や
子
ど
も
た
ち
へ
の

並
々
な
ら
ぬ
思
い
を
語
る
土
田
氏

の
言
葉
に
も
聞
き
入
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

２
０
１
８
年
５
月
11
日
・
12
日

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人
／
大
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

来
場
者
数
：
70
名
（
５
月
12
日
）

古川中学校での演奏（5月11日）

共演した生徒から花束の贈呈

吉野作造記念館での演奏（5月12日）

◦土田英順氏ブログ
http://blog.hokkaido-np.co.jp/enjoy-cello/
◦被災地の子どもたちを支援する
ため土田氏が開設した「じいた
ん子ども基金」について
◦コンサート他活動報告
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

キ
ッ
ズ
教
育
支
援
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

キ
ッ
ズ
教
育
支
援
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

キ
ッ
ズ
教
育
支
援
事
業

Ｓｙ
ｎａｐ
ｓｅ
40
と
の
協
力
事
業

夏
休
み
自
由
研
究

サ
ポ
ー
ト
し
隊
！

北
浦
小
学
校

６
年
生
見
学
会

２
０
１
８
年
８
月
２
日
〜
５
日

参
加
者
数
：
１
名

２
０
１
８
年
11
月
22
日

参
加
者
数
：
25
名

よくがんばりました！

品物も価格も自分たちで決めます

　

記
念
館
で
自
由
研
究
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
夏
の
恒
例
企
画
で
す
。

「
日
本
の
政
治
の

　
　
『
主
役
』
は
だ
れ
？
」

古
川
第
三
小
学
校
５
年

熊
谷
華
花
さ
ん

　

ま
る
で
吉
野
作
造
の
よ
う
な
、

と
て
も
硬
派
な
自
由
研
究
で
す
ね
。

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
楽
し
く
大

切
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

見
学
の
感
想

◦
宮
城
県
の
人
か
ら
「
民
本
主

義
」
と
い
う
今
の
日
本
の
政
治

の
本
に
な
っ
た
考
え
方
が
で
き

た
こ
と
が
す
ご
い
な
と
思
っ

た
。

◦
吉
野
作
造
は
多
く
の
友
人
や
先

輩
、
先
生
に
恵
ま
れ
て
い
る
と

思
っ
た
。

◦
吉
野
作
造
は
国
や
町
か
ら
表
彰

さ
れ
た
の
か
気
に
な
る
。

◦
民
本
主
義
に
つ
い
て
家
で
予
習

し
た
と
き
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
け
ど
詳
し
く
知
れ
て
よ

か
っ
た
。

疑
問
に
思
っ
た
こ
と

◦
中
学
の
こ
ろ
に
雑
誌
を
作
っ
て

い
た
の
に
、
大
人
に
な
っ
て
な

ぜ
雑
誌
を
作
る
仕
事
で
は
な
く

政
治
学
者
に
な
っ
た
の
か
。

Ａ
．一
番
の
理
由
は
、
吉
野
さ
ん
は

雑
誌
を
作
る
よ
り
、
学
者
と
し

て
自
分
の
調
べ
た
こ
と
や
考
え

を
雑
誌
に
発
表
す
る
ほ
う
が
よ

り
好
き
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

◦
な
ぜ
漢
字
の
書
き
と
り
を
い
っ

ぱ
い
し
た
の
か
。

Ａ
．
厳
し
い
お
母
さ
ん
の
言
い
付

け
で
す
。
で
も
昔
は
今
と
違
っ

て
原
稿
も
手
紙
も
何
で
も
手
書

き
。
字
を
き
れ
い
に
早
く
書
け

な
け
れ
ば
仕
事
も
何
も
で
き
ま

せ
ん
。
吉
野
さ
ん
は
大
人
に

な
っ
て
お
母
さ
ん
に
感
謝
し
た

そ
う
で
す
。

◦
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
、

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
の
か
。

Ａ
．一
番
多
か
っ
た
の
は
農
家
で
す
。

し
か
し
明
治
か
ら
大
正
時
代
に

か
け
て
は
、
工
場
で
働
く
人
達

が
大
変
多
く
な
り
ま
し
た
。

◦
吉
野
作
造
の
考
え
に
反
対
し
た

り
、
批
判
し
た
人
は
い
な
か
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

Ａ
．
実
は
批
判
し
た
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
で
も
そ
う
し
た

批
判
も
自
分
の
考
え
を
深
め
る

も
の
と
考
え
て
、
吉
野
さ
ん
は

て
い
ね
い
に
応
じ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
て
だ
ん
だ
ん
、
吉

野
さ
ん
に
賛
成
す
る
人
が
増
え

て
い
っ
た
の
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｓ
ｅ

40
（
千
葉
繁
美
代
表
理
事
、
以
下

シ
ナ
プ
ス
40
）
は
、
地
域
の
子
育

て
・
教
育
支
援
の
た
め
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

誰
も
や
ら
な
い

子
ど
も
駄
菓
子
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ナ
プ
ス
40

共
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
子
ど

も
た
ち
が
駄
菓
子
屋
の
企
画
・
出

店
・
販
売
を
行
い
、
自
分
達
で
審

査
し
た
団
体
に
売
上
金
を
寄
附
す

る
も
の
で
す
。
地
域
社
会
を
知

り
、
寄
附
を
通
し
て
自
己
肯
定
感

を
育
み
、
社
会
貢
献
の
意
義
を
学

ぶ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

古
川
学
人
は
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
共
催
者
と
し
て
、
企
画
会
議
な

ど
の
会
場
提
供
や
人
的
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

12
月
９
日

　

大
崎
市
図
書
館
で
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ク
ー
ル
・
ア

ド
バ
イ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理

事
長
の
生
重
幸
恵
氏
に
よ
る
講

演
と
、「
子
ど
も
駄
菓
子
屋
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
修
了
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
寄
附
対
象
と
な
る
団

体
が
な
く
、
売
上
の
寄
附
は
次
年

度
以
降
に
持
ち
越
さ
れ
ま
す
。
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２
０
１
９
年
２
月
２
日

参
加
者
数
：
７
名

共
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
ト
大
崎

　

今
年
も
尚
絅
学
院
大
学
の
皆
さ

ん
が
ご
来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
吉
野
作
造
の
思
想
の

根
底
に
、
師
で
あ
る
尚
絅
女
学
校

初
代
校
長
ブ
ゼ
ル
か
ら
伝
え
ら
れ

た
「
他
者
へ
の
慈
愛
」
と
「
社
会

奉
仕
の
精
神
」
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

遠
藤
花
音
さ
ん

　

吉
野
作
造
記
念
館
を
見
学
し

て
、
授
業
の
中
で
は
学
ぶ
こ
と
が

で
き
な
い
新
し
い
知
識
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な
時

間
だ
っ
た
。
私
は
今
ま
で
自
分
か

ら
記
念
館
に
行
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
実
際
に
行
っ
て
み

る
と
吉
野
作
造
に
つ
い
て
の
展
示

品
な
ど
か
ら
新
し
い
知
識
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
授
業
も
大
事

だ
が
、
実
際
に
現
地
に
行
っ
て
学

ぶ
こ
と
も
大
切
だ
と
考
え
た
。
こ

れ
か
ら
も
積
極
的
に
足
を
運
び
た

い
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

大
友
奈
津
季
さ
ん

　

私
は
、
大
学
一
年
生
の
と
き
に

記
念
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

時
は
、
全
く
分
か
ら
な
い
状
態
で

資
料
や
写
真
を
見
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
今
回
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に

書
い
た
か
考
え
た
り
、
記
念
館
の

方
の
詳
し
い
解
説
で
し
っ
か
り
学

ん
だ
り
し
て
、
興
味
を
持
っ
て
見

学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
吉
野
作

造
に
つ
い
て
の
説
明
で
す
。
吉
野

作
造
が
周
囲
の
反
対
す
る
な
か
自

分
の
考
え
を
曲
げ
な
い
で
突
き
進

む
姿
や
、
徐
々
に
周
囲
も
吉
野
作

造
の
考
え
に
同
意
や
応
援
す
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
一
人
の

働
き
か
け
か
ら
人
・
時
代
は
変
化

し
て
い
く
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

龍　

茉
緒
さ
ん

　

最
初
は
歴
史
に
つ
い
て
な
の
で

難
し
そ
う
だ
な
と
思
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
皆
さ
ん
が
一
つ
一
つ
丁

寧
に
優
し
く
教
え
て
く
れ
て
と
て

も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
変
な
質
問

を
し
て
も
何
一
つ
嫌
な
顔
を
せ
ず

答
え
て
く
だ
さ
り
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
吉
野
作
造
に
つ
い
て

興
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
で

自
分
で
も
調
べ
て
学
び
た
い
で

す
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

遠
藤
南
奈
さ
ん

　

２
回
目
の
吉
野
作
造
記
念
館

は
、
あ
る
程
度
の
知
識
が
着
い
た

の
で
、
よ
り
細
か
い
と
こ
ろ
に
気

付
き
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
芸
員
の
方
は
優
し
く
、
し
ょ
う

も
な
い
質
問
に
も
面
白
お
か
し
く

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
展
は
女
性
に
つ
い

て
行
っ
て
い
て
、
肋
木
を
使
っ
た

授
業
の
写
真
が
面
白
か
っ
た
で

す
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

佐
野
あ
か
り
さ
ん

　

一
昨
年
に
も
見
学
し
ま
し
た

が
、
以
前
と
は
違
っ
た
視
点
で
の

見
学
を
楽
し
め
ま
し
た
。
特
に
人

物
関
係
や
企
画
展
の
大
正
時
代
を

つ
く
っ
た
女
性
た
ち
の
展
示
か
ら

は
、
個
性
豊
か
な
人
物
や
意
外
と

知
ら
な
か
っ
た
文
化
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
応
援
事
業

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

尚
絅
学
院
大
学
見
学
会

健
康
増
進
事
業

　

吉
野
作
造
記
念
館
北
側
の
休
憩

ラ
ウ
ン
ジ
は
、
市
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
記
念
館
開
館
時
間
は
ど

な
た
で
も
自
由
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
古
川
学
人
と
の

共
催
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ッ

ピ
ィ
ー
ト
大
崎
が
食
育
や
健
康
増

進
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
年
間

を
通
じ
て
食
生
活
の
相
談
や
健
康

啓
発
事
業
を
実
施
し
、
当
館
市
民

交
流
イ
ベ
ン
ト
の
際
は
、
火
を
使

わ
ず
に
簡
単
に
で
き
る
料
理
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
５
月
４
日
に
は
、

Ｇ
Ｗ
イ
ベ
ン
ト
と
合
わ
せ
、
古
川

学
人
・
ハ
ッ
ピ
ィ
ー
ト
大
崎
共
催

に
よ
る
子
ど
も
食
堂
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
「
は
じ
め
て
の
子
ど
も
食

堂
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
１
９
年
３
月
２
日

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ
れ
か
ら
の
シ
ア

ワ
セ
な
生
き
方
」
の
際
は
、
ハ
ッ

ピ
ィ
ー
ト
大
崎
に
託
児
コ
ー
ナ
ー

へ
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

子
ど
も
食
堂
の
し
く
み
と
雰
囲
気
を
体
験
し
、
理
解
を
広
め
る
イ
ベ
ン
ト
（
５
月
４
日
）
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

元
気
発
信
「
ま
ち
カ
ル
」
事
業

カ
ラ
フ
ル
ワ
ク
ワ
ク
展
―

渡
辺
ヒ
ロ
ミ
ワ
ー
ル
ド

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人

キ
ッ
ズ
教
育
支
援
事
業

古
川
黎
明
中
学
校

２
年
生
見
学
会

２
０
１
９
年
３
月
13
日

参
加
者
数
：
１
１
０
名

２
０
１
８
年
12
月
７
日
〜
16
日

来
場
者
数
：
８
９
７
名

　

美
里
町
の
マ
ル
チ
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
渡
辺
ヒ
ロ
ミ
先
生
の
個
展
。

色
鮮
や
か
な
絵
や
コ
ラ
ー
ジ
ュ
、

柄
や
刺
し
ゅ
う
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

服
や
バ
ッ
グ
な
ど
約
１
０
０
点
が

並
び
、「
見
て
元
気
に
な
り
ま
し

た
」
と
の
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
終
日
と
な
る
12
月
16
日
に
は

ク
リ
ス
マ
ス
会
と
合
わ
せ
、
カ
ラ

フ
ル
な
世
界
と
一
体
に
な
っ
た
音

楽
コ
ン
サ
ー
ト
・
ユ
タ
ニ
コ
Ｌ
ｉ

ｖ
ｅ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ユタニコLive（12月16日）

今
回
の
見
学
で
知
っ
た
こ
と
、

知
識
が
深
ま
っ
た
こ
と

内
海
春
音
さ
ん

　

私
が
記
念
館
に
行
っ
て
お
ど
ろ

い
た
事
は
、「
黎
明
会
」
と
い
う

会
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
学
芸
員

さ
ん
の
説
明
に
よ
る
と
、
吉
野
作

造
の
考
え
を
広
め
る
た
め
に
つ

く
っ
た
会
の
一
つ
で
し
た
。「
黎

明
会
」
の
意
味
は
、「
黎
明
」
と

い
う
漢
字
に
は
「
夜
明
け
」
と
い

う
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
吉
野
作
造
が
考
え
る
民
本
主

義
で
「
日
本
に
光
を
さ
そ
う
」
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
か
、
と
の
こ

と
で
し
た
。
今
回
い
ろ
い
ろ
な
発

見
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

佐
々
木
萌
実
さ
ん

　

吉
野
作
造
が
平
等
な
心
を
持
っ

て
い
た
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。
吉
野
作
造
は
姉
弟
や
子
供
に

女
性
が
多
く
、
ま
た
生
涯
を
通
し

て
女
性
と
の
関
わ
り
が
多
か
っ
た

の
で
、
男
性
が
え
ら
い
と
い
う
考

え
が
う
す
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
、
展
示
を
見
て
思
い
ま
し
た
。

差
別
の
意
識
が
う
す
か
っ
た
か
ら

生
ま
れ
た
「
民
本
主
義
」
の
考
え

方
な
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
吉
野
作
造
の
航
路
が
書
い
て

あ
る
地
球
儀
を
見
た
と
こ
ろ
、
な

ん
と
世
界
を
一
周
し
て
い
ま
し

た
。
こ
こ
か
ら
吉
野
作
造
の
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
見
学
で

よ
り
深
く
吉
野
作
造
の
考
え
方
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

小
林
陽
向
さ
ん

　

今
ま
で
、
資
料
館
や
歴
史
館
に

行
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
あ
る
人

物
に
特
化
し
た
施
設
に
は
あ
ま
り

行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
新

鮮
で
し
た
。

・
民
本
主
義
や
進
ん
だ
政
治
を
学

ぶ
た
め
海
外
に
出
向
い
た
。

・
孫
文
や
黄
興
、
鈴
木
安
蔵
と
も

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
。

・
海
外
留
学
中
も
家
族
に
葉
書
を

送
る
な
ど
、
家
族
を
大
切
に
し
て

い
た
。

・
民
本
主
義
に
関
す
る
本
や
論
文

を
多
数
発
表
。

・
新
人
会
の
も
と
と
な
っ
た
黎
明

会
を
福
田
徳
三
ら
と
結
成
。

　

地
域
の
偉
人
と
し
か
知
識
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
様
々
な
人

と
の
交
流
の
お
か
げ
で
今
の
国
民

主
権
に
深
く
つ
な
が
っ
た
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
も
し
か
し
た
ら
真

面
目
で
社
交
的
な
宮
城
の
県
民
性

も
一
役
買
っ
て
い
る
の
か
も
と
思

い
ま
し
た
。

　

◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦
◦

中
山
拓
郎
さ
ん

　

昔
の
古
一
小
の
名
前
が
尋
常
小

学
校
、
尋
常
中
学
校
だ
っ
た
こ

と
。
吉
野
作
造
の
学
生
時
代
が
と

て
も
優
秀
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、
か
な
り
最
近
ま
で
生
き
て

い
た
と
い
う
こ
と
。
昭
和
ま
で
生

き
て
い
た
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　

工
場
法
に
つ
い
て
。
工
場
法
に

限
ら
ず
、
決
ま
っ
て
か
ら
使
わ
れ

る
ま
で
あ
ま
り
に
も
期
間
が
か
か

り
す
ぎ
だ
と
思
っ
た
。
今
回
の
見

学
だ
け
の
話
で
は
な
い
が
、
女
性

の
参
政
や
社
会
進
出
、
ま
た
全
国

水
平
社
や
そ
れ
に
似
た
よ
う
な
組

織
に
つ
い
て
見
る
と
改
め
て
皆
差

別
や
ら
何
や
ら
が
好
き
な
ん
だ
ろ

う
な
、
と
思
う
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

東
ア
ジ
ア
交
流
事
業

写
真
展　

櫻
井一郎
が
見
た
満
洲

２
０
１
８
年
10
月
14
日
〜
12
月
２
日

主
催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　
　

後
援　

毎
日
新
聞
社

協
力　

日
本
経
済
新
聞
社　

テ
レ
ビ
愛
知

特
別
協
力　

名
古
屋
市
美
術
館　
　

監
修　

竹
葉
丈
氏

来
場
者
数　

４
９
８
名

　

大
正
後
期
～
昭
和
前
期
に
か
け

て
、
満
洲
（
現
在
の
中
国
東
北

部
）
ほ
か
中
国
各
地
を
撮
影
し

た
宮
城
県
多
賀
城
出
身
の
写
真

家
・
櫻
井
一
郎
（
１
８
９
３
～

１
９
２
８
）
の
貴
重
な
写
真
を
展

示
し
ま
し
た
。

　

中
国
大
陸
の
豊
か
な
情
景
・
風

俗
を
写
し
撮
り
、
多
く
の
日
本
人

に
大
陸
の
ロ
マ
ン
を
伝
え
た
櫻
井

の
写
真
は
、
現
在
そ
の
史
料
的
価

値
が
日
中
両
国
で
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
櫻
井
一
郎
作
品
の
研

究
・
展
示
を
手
掛
け
た
名
古
屋
市

美
術
館
の
竹
葉
丈
氏
の
ご
協
力
を

頂
き
、
櫻
井
の
故
郷
・
宮
城
県
で

初
め
て
の
展
覧
会
と
な
り
ま
し

た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
川
学
人　

元
気
発
信
「
ま
ち
カ
ル
」
事
業

こ
ど
も
美
術
教
室　

つ
作く
る
ぞ造う

２
０
１
８
年
８
月
12
日

参
加
者
数　

25
名

　

未
就
学
児
～
小
学
生
を
対
象
と

し
た
こ
ど
も
美
術
教
室
「
つ
く
る

ぞ
う
」。
２
０
１
８
年
は
夏
休
み

中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。　

　

今
回
は
大
崎
市
古
川
で
「
ア
ト

リ
エ
森
の
し
ず
く
」
を
開
く
金
属

工
芸
作
家
の
新
田
亜
紀
子
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
、
紙
粘
土
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ラ
ン
タ

ン
作
り
に
挑
戦
。
み
な
さ
ん
思
い

思
い
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
つ

く
り
、
完
成
後
は
ラ
イ
ト
を
灯
し

て
や
さ
し
い
光
を
楽
し
み
ま
し

た
。

ペットボトルが個性ゆたかなランタンに
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2018年度の記念館行事・出前講座一覧
※NPO法人古川学人事業は P１１参照

2018年（平成30年）
4/1 ～ 2019/2/6 ミニ企画展「絵と写真で見るモダン文化」 9,092名

4/1 ～ ミニ企画展「写真で見る明治・大正の古川」 現在継続

4/12･15･19･22
5/10･13･17･20

市民大学講座①②③④「吉野作造の文章を読んでみ
よう」全４回　講師：氏家　仁 63名

4/18 古川中学校開校記念講演会　講師：氏家　仁当館館
長、会場：古川中学校 201名

5/3 市民大学講座⑤　憲法記念日講演会「立憲主義と吉
野作造　講師：平地秀哉氏 66名

5/4 ＧＷイベント 546名

5/27 ～ 8/5 前期企画展「働く人の権利を求めて」 1,469名

6/23 市民大学講座⑥「岩出山時代の伊達政宗」
講師：佐藤憲一氏 46名

6/30
市民大学講座⑦　前期企画展記念講演会
「現代の労働問題と日本社会　ブラック企業問題とは
何か」　講師：今野晴貴氏

34名

7/3 ～ 5 職場体験　古川中学校2年生 3名

7/13
吉野作造入門講座㏌大崎市図書館
「明治維新150年と吉野作造～西郷どんの時代背景が
わかる！」講師：小嶋　翔

14名

7/25 ～ 11/30 高校紹介コーナー 3,426名

7/31 第６回吉野作造研究賞締切 該当作なし

9/7
市民大学講座⑧人材育成研修会講演会「清末知識人
と明治日本 -兆民・蘇峰から梁啓超へ」
講師：朱　琳氏　

50名

9/9 市民大学講座⑨人材育成研修会　成果報告会 41名

9/11 ～ 15 博物館実習 3名

9/20
出前講座　ともに市政をつくる仙台市民の会　シン
ポジウム「地方政治と議会制民主主義吉野作造の民
本主義論がめざすもの」　講師：氏家　仁

80名

10/20 吉野作造を学ぶ会特別講演会　講師：永澤汪恭氏 30名

10/21 古川秋祭り　参加 ―

11/1 職場体験　古川第三小学校6年生 4名

11/9 職場体験　古川黎明中学校2年生 2名

11/24 出前講座　明星研究会シンポジウム　講師：小嶋　翔 90名

12/6･9 1/10･13
2/7･10

市民大学講座　⑪⑫⑬吉野作造の文章を読んでみよ
う　全3回　講師：氏家仁 45名

12/16 クリスマス会　 567名

2019年（平成31年）

1/6 ～ 3/24 企画展「時代をつくった女性たち～大正女性の豊か
な生き方～」 2,038名

1/16・20 市民大学講座⑭　吉野作造入門講座　講師：小嶋　
翔　16日大崎市図書館　20日吉野作造記念館 11名

1/27 第2回　吉野作造検定 12名

1/27 市民大学講座⑮　生誕記念イベント講演会
講師：氏家　仁 76名

1/27 ～ 2/6 吉野作造かるた原画展 119名

2/7 ～ ミニ企画展「かるたで学ぼう吉野作造」 現在継続

2/23・3/9 市民大学講座⑯⑱　吉野作造講座
講師：後藤彰信氏　全2回 42名

2/24 出前講座　栗原市築舘地区コミュニティ推進協議会
講演会　講師：氏家　仁 180名

2/26 出前講座　大崎いきいき学園　講師：小嶋　翔 29名

3/2
市民大学講座⑰　後期企画展記念フォーラム「これ
からのシアワセな生き方」共催：エブリー♪おおさ
き　講師：国広陽子氏

59名

3/7 檻の中のライオン in 吉野作造記念館
講師：楾　大樹氏 98名

（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月
）

多
く
の
皆
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
　
贈
　
資
　
料
　
一
　
覧
順

不

同

敬

称

略

[

[

新
井
勝
紘
『
五
日
市
憲
法
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
井　

勝
紘
氏

関
幸
夫
『
吉
野
作
造
の
民
本
主
義
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
高
橋　

芳
琴
氏

齊
藤
實
『
賛
育
会
の
百
年
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
社
会
福
祉
法
人
賛
育
会

『
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
館
建
造
物
調
査
報
告
書　

補
遺
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
学
校
法
人
東
北
学
院

『
東
北
学
院
の
歴
史
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
学
校
法
人
東
北
学
院

中
公
新
書
編
集
部
編
『
日
本
史
の
論
点

　
　
　
　
　
　
　

―
邪
馬
台
国
か
ら
象
徴
天
皇
制
ま
で
』……
…
…
…
…
…
…
…
中
央
公
論
新
社

『
中
央
評
論
』
70
巻
２
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
川　
　

真
氏

【
抜
刷
】
書
評
「
柴
田
真
希
都
著
『
明
治
知
識
人
と
し
て
の
内
村
鑑
三

　
　
　
　
　
　
　

―
そ
の
批
判
的
精
神
と
普
遍
主
義
の
展
開
』」…
…
…
…
…
…
大
川　
　

真
氏

『
宮
城
の
歴
史
地
理
教
育
』
第
24
・
25
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
城
県
歴
史
教
育
者
協
議
会

『
宮
城
の
歴
史
地
理
教
育
』
第
26
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宮
城
県
歴
史
教
育
者
協
議
会

藤
代
裕
『
米
国
人
宣
教
師
ミ
ス
・
ブ
ゼ
ル　

み
ち
の
く
遠
野
で
の
15
年
』……
…
風
呂　
　

功
氏

今
野
元
『
吉
野
作
造
と
上
杉
愼
吉

　
　
　
　
　
　
　

―
日
独
戦
争
か
ら
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
―
』……
…
…
…
…
今
野　
　

元
氏

『
二
階
堂
学
園
六
十
年
誌
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
女
子
体
育
大
学

『
人
見
絹
枝　

生
誕
１
０
０
年
記
念
誌
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
女
子
体
育
大
学

『
日
本
女
子
体
育
大
学
50
年
の
あ
ゆ
み
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
女
子
体
育
大
学

『
二
階
堂
学
園
90
年
―
学
園
は
今
―
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
日
本
女
子
体
育
大
学

武
藤
秀
太
郎
『「
抗
日
」
中
国
の
起
源
―
五
四
運
動
と
日
本
』…
…
…
…
…
…
…
武
藤
秀
太
郎
氏

深
井
智
朗
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
中
央
公
論
新
社

石
井
一
彦
『
ぼ
く
た
ち
の
野
田
争
議
』……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
友
愛
労
働
歴
史
館

太
田
哲
男
『
吉
野
作
造
』（
人
と
思
想
１
９
６
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
太
田　

哲
男
氏

「
小
学
教
育
掛
図
（
憲
法
発
布
式
）」……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
新
澤　

巖
夫
氏

岡
義
武
『
明
治
政
治
史
』
上
・
下
（
岩
波
文
庫
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
伏
見　

岳
人
氏

『
Ｖ
ｏ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
』
Vol.…
43
～
48
……
…
…
…
…
…
…
…
…
公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
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平成30（2018）年度 入館者状況・物販販売・会場使用料
入館者数

会場使用料

物品販売

有料入館者
無　料
入館者

総入館者
合　　計一　　般 高 校 生 小・中学生

合　計
個　人 団　体 個　人 団　体 個　人 団　体

４　月 73 29 1 0 3 0 106 934 1,040

５　月 91 22 1 0 2 0 116 1,299 1,415

６　月 97 40 0 0 0 2 139 578 717

７　月 100 5 0 0 0 0 105 494 599

８　月 91 53 1 4 3 0 152 636 788

９　月 79 49 0 0 0 2 130 880 1,010

10　月 100 80 0 0 0 0 180 1,015 1,195

11　月 135 62 1 3 0 0 201 742 943

12　月 85 5 0 0 2 0 92 1,340 1,432

１　月 51 11 0 0 0 0 62 622 684

２　月 87 34 0 3 1 0 125 867 992

３　月 123 68 1 0 0 0 192 931 1,123

合　計 1,112 458 5 10 11 4 1,600 10,338 11,938

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

使用料金（円） 40,620 22,320 54,060 30,240 26,000 29,120 47,440 49,500 37,080 27,840 46,080 26,940 437,240

（刊行物販販売）
書　　　籍　　　名 売 上（円）

川原次吉郎編『古川余影』 2,400
吉野作造記念館編『大正デモクラシーの旗手 吉野作造』 31,104
赤松克麿編『故吉野博士を語る』 7,000
千葉真弓『蒼色の眼差し』 1,500
『吉野作造研究』（研究紀要）創刊号～第14号 36,500
『吉野作造記念館所蔵資料目録（2012年度版） 16,000
『東アジア文化交流叢書』創刊号 6,000

合　　　計 100,504

（グッズ販売）
グ　ッ　ズ 売 上（円）

テレフォンカード 0
ポストカード 2,400
一筆箋 4,800
クリアファイル 29,900
オリジナルコーヒー 139,940

合　　計 177,040

2018年度刊行物
○『吉野作造研究』第15号（研究紀要）
◦論文、講演録、史料紹介
◦2019年４月発行
◦400部
◦頒価1,389円（税別）

○『吉野作造記念館だより』第27号（本誌）
◦2018年度吉野作造記念館・NPO法人
古川学人事業報告
◦2019年４月発行
◦1,500部
◦無料
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宮城誠真短期大学様、吉野先生を記念する会様、NPO 法人 Synapse40様、
NPO 法人ハッピィート大崎様、大崎市ボランティア協会様、みどり工業㈱様、
古川高校合唱部様、サークル「カリヨン」様、宇津木浩恵様、会田征子様、髙橋憲夫様

平成30（2018）年度吉野作造記念館事業へボランティア協力をいただいた皆さま

心より御礼申し上げます

メディア等での記念館紹介／156件
（平成30年4月1日～平成31年3月31日）

おもなメディアでの紹介
2018.  4.13 TBC東北放送「ロジャー大葉のラジオな気分」
2018.  5.  3 朝日新聞（地域）「先人つないだ自由と憲法」
2018.  7.30 河北新報（地域）「市長選『公約』真剣に　高校生参加しイベント」
2018.10.12 毎日新聞「櫻井一郎満州写真展」
2018.  9.  8  河北新報（地域）「吉野作造記念館　おおさき社会貢献大賞」創設
2019.  1.28 河北新報（地域）「大崎社会貢献大賞　 若見さん最優秀賞」
2019.  2.  7 毎日新聞（地域）「企画展　大正女性の活動紹介」
2019.  2.10 大崎タイムス（こどもタイムス）「吉野作造かるた【あ】」

苦難乗り越え民主主義の本質築く
～吉野作造に学ぶ～

『古川学園新聞』2019年3月1日

東北放送「ラジオな気分」取材
2018年4月13日

日本女子体育大学・石崎朔子学長ご来館
2019年3月17日
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お住まいは
どちらですか？

大崎市内
62%

宮城県内
30%

他
宮城県外
6%

無回答 2%

年代を
教えて下さい。

60代
29%

70代
22%

10代～30代
20%

50代
11%

40代
9%

無回答 5% 80代以上 4%

当館の情報を
何で知りましたか？

チラシ
56%新聞・

広報誌等
18%

その他
16%

SNS・
ホームページ等
6%

無回答 4%

来館回数を
教えて下さい。

5回以上
40%

初めて
28%

2～4回
27%

無回答 5%

◦集計数　431名 （内訳：企画展、講座、GWイベント、クリスマス会、各種講演会）

アンケート集計結果のご紹介吉野作造記念館平成30（2018）年度

平成30年度に実施したアンケート内容の一部をご紹介いたします。
当館では今後も常時ご意見・ご感想等を受け付けておりますので、お気軽に声をお寄せください。

※平成31年3月31日時点

※一部複数回答含む

お客様からのご意見・ご要望および改善・対策　※抜粋

見学やイベントに参加してみてのご感想
◦合唱と寸劇でのクイズが面白かった。子ども食堂も野菜たっぷりのお弁当をみんなで食べて美味しかった。
　  （GWイベント→ P10）

◦地元出身の講師、それも若手研究者ということで最高でした！平地先生のお話はとても分かりやすく聞き
やすく有意義な憲法記念日になりました。  （憲法記念日講演会→ P5）

◦土田英順さんの素晴らしい演奏、トークがとても心に響きました。震災を忘れず、復興に対する思いを忘
れず、継続していくことの大切さを感じています。  （チェロチャリティーコンサート→ P14）

◦読みやすい文献を選んでくれているので、分かりやすく聴くことができました。婦人公論や政治論など、
今の時代と比較しながら楽しく学びました。  （市民大学講座→ P5）

◦時代が変わっても人が求めるものは、女性の社会進出、労働条件、良い暮らしなど今と同じ。先人たちが
行ったことで良いことためになることを、自分の生活に取り入れながら暮らしていきたい。
　  （企画展「働く人の権利を求めて」→ P2）

◦地図を添えた写真で、当時の様子がみてとれます。写真技術も素晴らしく、白黒でも写真の美しさが良く
分かりました。  （写真展「櫻井一郎が見た満洲」→ P18）

◦マジックショーが楽しかった。オーナメントはどの年齢でも楽しんで作ることができ良かった。
　  （クリスマス会→ P10）

◦吉野作造かるたはとても分かりやすく良かったです。多くの機会で活用されることを期待しています。
　  （生誕記念イベント→ P1）

お客様のご要望に対する改善について
◦メガネを持ってこなくてよく見えなかった。説明の字をもう少し大きくして欲しい。
　  （写真展「櫻井一郎が見た満洲」→ P18）
☞字の説明が写真を邪魔しないようにと思いましたが、ご不便をおかけしました。見やすくすることについ
ては今後意識してまいります。

◦工作スペースが、毎年不足に感じる。  （クリスマス会→ P10）
☞予約制にしたり、時間を決めての入れ替え制にすることも今後検討したいと思います。
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4月～ 3月　基礎講座 ★
「吉野作造の文章を読んでみよう」

5月3日　憲法記念日講演会 ★
晴山一穂氏（専修大学教授名誉教授）
「日本国憲法と公務員の役割
－「全体の奉仕者」としての公務員のあり方を考える」

5月5日　ＧＷイベント

7月6日　郷土史講座 ★
濱田直嗣氏（サンファン館館長）
「慶長遣欧使節とキリシタン」

6月29・30日
あなたを、忘れない－こころをむすぶコンサート
土田英順氏（チェロ奏者）

7月14日～ 9月22日
前期企画展「吉野作造と布施辰治（仮）」

1月　入門講座 ★
講師：小嶋翔（当館研究員）

9月5日　郷土史講座 ★
畠山靜子氏（切込焼記念館学芸員）
「切込焼の歴史と魅力（仮）」

10月1日　芸術・文化講座 ★
渡辺祥子氏（フリーアナウンサー・朗読家）
「朗読ワークショップ」

2月～ 3月　文学・思想史講座 ★
小嶋翔（当館研究員）
「吉野源三郎『君たちはどう生きるか』を読んでみよう」

2月～ 3月　上級講座（全2回） ★
講師：後藤彰信氏（元宮城県高等学校社会科教諭）

8月30日～ 9月1日 ★
第13回吉野ネットワーク交流事業
人材育成研修会
（8/30基調講演、9/1成果報告会）。

11月中　読売・吉野作造賞受賞記念講演会 ★

1月上旬　後期企画展
「吉野作造と旧制高等学校（仮）」

12月中旬　クリスマス会

1月26日　生誕記念イベント
1月29日の吉野作造誕生日に先立ち記念イベントを
開催。吉野作造検定試験などを予定。

1月29日　入館無料ＤＡＹ
吉野作造生誕142年・開館25年の記念日
入館無料でご覧いただけます♪

行 事 案 内2019年度の
※変更となる場合もございますのでご了承ください。

2019.4～2020.3

　学校の教室や掲示板などの空きスペースを活用
して吉野作造の展示をしてみませんか？
対象：大崎市内の小・中学校　　料金：無料
申込：吉野作造記念館まで（電話0229-23-7100）
※
詳
細
は
Ｐ
７
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○ご案内 小・中学校巡回パネル展 吉野作造記念館回数券
YOSHIKA 発売中

　YOSHIKA（ヨシカ）は吉野作造記念館の前売
入館券です。ご家族、ご友人、会社の方への贈答
用など、幅広くご利用ください。
◦6枚綴り1,500円（税込）※1枚あたり250円
◦常設展・企画展どちらもご観覧いただけます。
◦他の割引との併用はできません。
◦当館受付での窓口販売のみとなります。
◦購入当日のご利用はできません。
◦有効期限：2022年3月31日

※日程・内容等は変更となる場合がございますので予めご了承ください。
※消費増税（2019年10月以降）の関係で入館料が変更となる場合があります。
※★がついた行事は市民大学の対象講座です。

最新の催事情報は
QRコードから
チェックできます
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社会のためにがんばる大崎の若者を表彰

　NPO法人古川学人は、大崎市の先
人である吉野作造のデモクラシー及び
社会貢献の精神を次世代に伝え、より
良い社会を目指す若者の活動を顕彰し
て広く紹介することを目指し、2018
年度より「吉野作造記念おおさき社会
貢献大賞」を開始しました。対象は、
大崎市内の小・中学校生、高校生の個
人・団体による若者の政治参加に関す
る活動や社会福祉に関する活動、地域
文化・地域社会に貢献する活動、国際
貢献活動です。

第１回 吉野作造記念
おおさき社会貢献大賞

吉野作造記念館での表彰式（2019年1月27日）
前列右から2番目が最優秀賞の若見明珠さん

▪最優秀賞　「ノラ猫の殺処分ゼロを目指しての活動。さくら猫（地域猫）の普及活動」／若見明珠（古川学園中学校）
▪優 秀 賞  「老人福祉施設での交流会」／大崎市立大貫小学校4年生
  「まちなか文化祭の実施」／まちなか文化祭実行委員会
  「高校生デモクラシー塾」／岩佐遥介（宮城県古川黎明高等学校）
  「FULLKAWA ROCK FESTIVAL」／ FULLKAWA ROCK FESTIVAL 実行委員会 
▪奨 励 賞  「おおさき中学校生徒会サミットを中心とした取組」／大崎市中学校生徒会
  「自然の中の生き物について考えよう」／大崎市立古川第四小学校4年生
  「読み聞かせボランティア」／宮城県鹿島台商業高等学校図書委員会
  「白梅幼稚園訪問演奏会」／学校法人古川学園古川学園中学校音楽クラブ
  「FULLKAWA　だべらいん食堂」／ FULLKAWA ROCK FESTIVAL 実行委員会

利
用
案
内

開館時間 ９時～17時（入館は16時30分まで）

入 館 料

区 分 常　設　展 企画展（常設展含む）
個　人 団体（20名以上） 個　人 団体（20名以上）

一 般 ３１０円 ２５０円 ５００円 ４００円
高 校 生 ２１０円 １６０円 ３００円 ２００円
小・ 中 学 生 １００円 　８０円 ２００円 １００円

休 館 日 月曜日（月曜日が祝祭日の場合は翌日が休館日）年末年始（12月29日～１月３日）

T E L 	 ０２２９－２３－７１００
E-mai l 	 yoshino-npo.fg@blue.ocn.ne.jp
U R L 	 https://www.yoshinosakuzou.info/

〒989-6105 宮城県大崎市古川福沼1－2－3

吉野作造記念館

地域と共に　住いと共に　153年

電話 0229－22－0291

株式会社 チバミン

若見自動車

株式
会社佐藤酸素

こころのネットワークを大切に育み まごころこめてお客様と地域社会に貢献いたします。

本　　社　
大崎市古川李埣1丁目13 57
電話 0229 24 0011

物流センター　
大崎市古川桜ノ目字新高谷地128
電話　0229 28 2312

ふるしん古川信用組合
コミュニティバンク

ふるしんは、地域に密着したコミュニティ・バンク

宮城県大崎市古川十日町７‒８  電話 0229‒22‒1069 2018年3月16日　創立100周年を迎えました

C O R P O R A T I O N
ISO 9001
ISO14001

人・街・くらし　明日のコーディネーター

URL: http://www.murata-koumusyo.com

総合建設業
有限会社アクセス 大崎市観光物産センター

一般社団法人　みやぎ大崎観光公社

IKETSUKI
MICHINOEKI
CORPORATION 遊山社

タイヤとホイールの専門店

大崎市古川休塚字目見田

YOSHINOサポーター平成30年度

○最優秀賞講評（抜粋）
　自宅前の段ボール箱に入れ捨てられていた5匹の仔猫を何とかするために、ノラ猫の現状把握や地域の皆さんへ相談し
ながら、ノラ猫と人間がどのように共生すべきなのかを考え行動した取組み。特に、状況把握をするために区長や市議会
議員、親睦会の方に確認をしたり、問題意識をもって考えてもらうために地区全体にチラシを配布したこと、お年寄りの
方向けに独自でポスターを作りあげる等、普及活動についても尽力し地域全体を巻き込みながら課題解決をしようと取り
組んだことは、社会に大きなインパクトを与えるとともにアイデア性も優れている。極めて評価に値する取組みである。
　現状の課題として、お金をかけずに不妊手術をする仕組みづくりの確立や、さくら猫の継続的な普及活動や資金面等が
挙げられているが、今後の継続性と発展的な取組みを通じて猫と人間が共生できるより良い社会を創るために地域全体と
して、どう動いていくのかということにも期待し、注目をしていきたい。

10月1日より一部料金が変更となります。


